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●２月１１日は「文化勲章制定記念日」です 

 まだまだ寒い日が続きますが、いかがお過ごしでしょうか。

少しずつ日が長くなってきたのが嬉しいですね。 

さて、２０２５年は１３年前まで私が所属していた「一般 

社団法人 犬山青年会議所」のＯＢ会長を務めることにな

りました。先日新年会が開催され、鏡開きをさせていた

だきました。酒樽を木槌で割って開くことにより、これからの運が開けるという意

味を込めて、おめでた

い席で行う行事です。

めったに経験できるこ

とではないので、大変

貴重な機会をいただ

きました。 

※仏事クイズの答え： ②  ※まちがいさがしの答え： 1）鬼のパンツ 2）「確定申告」の文字の位置 3）奥の女性のベスト 

学問や芸術など、文化の発展に優れた業績を 

上げた人に贈られる「文化勲章」が 

１９３７年（昭和１２年）のこの日に 

制定されました。 

第一回の受賞者は、日本画家の 

横山大観や、作家の幸田露伴、 

歌人・国文学者として知られる 

佐佐木信綱 、物理学者の 

本多光太郎など９名でした。 
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 鈴木 一成 （すずき かずなり）  

昭和47年愛知県生まれ。
妻、娘（大学4）、息子（大1）、
娘（高3）の5人家族。子供達
はとっても仲良しです！ 

犬山ロータリークラブ、犬山
ＪＣＯＢ所属、2013年犬山西
小学校ＰＴＡ会長 
一般社団法人日本石材産業
協会 墓石部会長  

※若い時から、登山と写真に 
はまっていました。自然が大好きです！ 
ここしばらく山から遠ざかっていますが、
機会を見つけて、北アルプス穂高岳に
登ってみようと思います！ 

髙木石材店 
０１２０－９６７－６１４ 

愛知県犬山市大字上野字大門732-1  



ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

①  厭世家（えんせいか） 
 
②  掃苔家（そうたいか） 
 
③  故実家（こじつか） 

お参りの時、まず「コレ」を行う 

のは昔も今も同じでした。  

著名人や尊敬する先人のお墓をお参りしたことの

ある方も多いのではないでしょうか？お参りする

ことでその人をより身近に感じたり、勇気をもらっ

たりすることもあるかもしれません。 

「墓マイラー」は2010年頃に生まれた言葉で、 

有名人のお墓をめぐる人々の呼称です。実は  

「墓マイラー」は江戸時代からいたそうで、『南総里見八犬伝』の滝沢馬琴も

その一人なのだとか。都立霊園には著名人のお墓が多数あり、墓所の場所を

示す案内図も用意されています。思い思いのお墓参りは昔と変わりませんが、

先人を敬う気持ちを忘れず、マナーを守ってお参りをしたいですね。  

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★実は歴史があるんです！「墓マイラー」 

ある言葉が転じて「お墓参り」を指す

ようになり、お墓参りを趣味とする人

のことを「○○家」というようになり

ました。次のうち、「○○家」に当て

はまる言葉はどれでしょう？ 


